
Actualité de la recherche sur le bac - 3/+3 : 
Quelles inégalités et quels dispositifs sur les campus?
⾼⼤接続研究の現在：格差と⼤学⼊学後の⽀援策

Conférence : Romuald Bodin (Université de Nantes, Sociologie) ロミュアルド・ボダン⽒（ナント⼤学・社会学）
« Sélection et politique des quotas dans l'enseignement supérieur français : 
une lecture gestionnaire et déhistoricisée des parcours étudiants »
「フランスの⾼等教育における選抜と割当て政策：学⽣の進路についての管理的かつヒストリーなき解釈」 （フランス語・通訳付）

Journée d’études internationale sur la sélection, l’orientation et la pédagogie universitaire  公開研究会
Lieu : Maison franco-japonaise 3-9-25 Ebisu Shibuya-ku, Tokyo 150-0013
⽇仏会館（恵⽐寿）501号会議室

主催：科学研究費基盤研究（C）
「フランスの⼤学における⼤衆化後の変容する教育観に関する総合的研究」
（2021-2023年度, 代表:⽥川千尋 課題番号21K02295）

Journée organisée par Chihiro TAGAWA (Univ. d’Osaka)
企画・司会：⽥川千尋（⼤阪⼤学）
Traduction : Yoshihiko Shiratori (Université de Kobé) 
通訳：⽩⿃義彦（神⼾⼤学）

お申し込みは下記QRコード↓から
または

tagawa.chihiro.itgp@osaka-u.ac.jpまで
（お名前・ご所属・メールアドレス）

ロミュアルド・ボダン
社会学者。選抜、進路選択における社会階層間格差の実証的研究を軸に、格差を乗り越えるために、
⾼等教育の側における⽀援、受け⼊れ体制、教授法がどのようにあるべきかについても考察を続けて
いる。発表では、「⾼等教育の現代における分析と改⾰のいくつかの⽭盾に関する検討ー保守的改良
主義ー」（園⼭⼤祐編『フランスの⾼等教育改⾰と進路選択』第6章, 2022, 明⽯書店）において批判を
展開した割当て政策（バカロレア種別ごとに⽣徒を「適した」⾼等教育機関へ⼀定数割当てる）の現
状と、統計的研究が⾒落としがちな個々の学⽣のヒストリーへの注⽬について⾔及する。

Date : dimanche 30 juillet 2023 13h45-16:30 
2023年7⽉30⽇（⽇）13:45〜16:30

Débat：Sophie Orange (Université de Nantes, Sociologie) ソフィ・オランジュ⽒（ナント⼤学・社会学）
Claire Lemêtre (Université Paris 8, CIRCEFT-ESCOL) クレール・ルメットル⽒（パリ第8⼤学・教育学）
Atsumi Omaé (Université de Joetsu) ⼤前敦⺒⽒（上越教育⼤学・教育社会学）


